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• GakuNin RDM データ解析機能の紹介

• 計算再現パッケージ機能の構想
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本日の話題

いまここ
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次世代 NII Research Data Cloud
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データとコードが循環する世界

公開基盤

検索基盤

管理基盤 ❷

❶

❸

解析機能

先行研究のデータを発見。GakuNin RDM の
自分のプロジェクトに取り込む

解析プログラムを開発・実行。
解析結果をプロジェクト内で共有

得られた知見を論文にまとめ、
プログラムとともに公開
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コード付帯機能の一部:
GakuNin RDM データ解析機能

機関ストレージ標準ストレージ

Launch

②取り込み

①環境定義・共有

③書き戻し

研究室等

④読み書き

大学等
⚫ JupyterHub がインストールされた計算機と

連携し、データ解析環境をGakuNin RDMから1クリックで構築

⚫ NII所有の計算機のほか、クラウド上のVMなど外部計算機とも連携可能
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基本的な使い方

ファイルが分析サーバーにコピーされる2

分析環境を選んで作成ボタンを押す1 分析サーバー上で、そのファイルを読み
込むプログラムを書いて実行する3

分析結果を管理基盤に書き戻す 4
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応用例1: 深層学習による動画解析

動画データ・解析プログラム提供: 海洋研究開発機構 研究プラットフォーム運用開発部門
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応用例2: 社会学データの簡易分析アプリ

リポジトリで起動リンクをクリック1
NIIのサーバー上で簡易分析アプリが起動2

プログラムを書かずにデータの概要を把握3https://jgssdds.repo.nii.ac.jp/records/2000721

アプリ開発: 大阪商業大学JGSS研究センター



• 広域データ収集基盤 SINETStream と連携

• IoT機器などから流れてくるデータをリアルタイムに
分析し、GakuNin RDM で共有
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応用例3: IoTデータのリアルタイム分析

https://www.sinetstream.net/
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将来展望: コード付帯機能群の開発

Binder / Jupyter

Sapporo Open OnDemand

ワークフロー
エンジン

秘密計算
システム

バッチスケジューラ

GakuNin RDM

WEKO3

JupyterHub

研究室計算機
クラウドなど

機関計算機
mdx など

スパコンなどNII計算機

❸

❷

❼

❹

❺ ❻

❽

❶

SINET
Stream

➒

❶❸ 計算再現パッケージ機能 GRDMプロジェクトをWEKOで公開、他者がGRDMに取り込み再利用 開発中

❷❹ GakuNin RDMデータ解析機能 Jupyterによるデータ解析環境をGRDMから構築 運用中

❺ 外部ワークフローエンジン連携機能 ワークフローエンジンをGRDMから起動、結果をGRDMに回収 開発中

❻ 外部バッチスケジューラ連携機能 バッチスケジューラにジョブをGRDMから投入 開発中

❼ WEKOオンライン分析機能 NIIのBinderを使ってWEKOから解析環境を構築 運用中

❽ 秘密計算システム統合機能 秘密分散によるセキュアな解析環境をJupyterから利用 設計中

➒ SINETStream連携検討 SINETStreamによるリアルタイムデータ収集環境を構築 開発中
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•計算再現パッケージ機能の構想
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本日の話題

いまここ
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データとコードが循環する世界

公開基盤

検索基盤

管理基盤

Interoperable
Reusable

Accessible

解析機能

Findable



• Findable
• 公開されたパッケージを、論文や

研究データと関連づけて発見できる

• Accessible
• 解析プログラムを含む GakuNin RDM プロジェクトを

パッケージ化してリポジトリに公開できる

• Interoperable
• 異なる計算機上に同一の解析環境

（Dockerコンテナ）を再構築し、
他者の解析プログラムを再実行できる

• Reusable
• 公開されたパッケージを、他の研究者が自身のGakuNin 

RDM プロジェクトとして再利用できる
• プロジェクトに含まれる解析プログラムを自身の環境で再実

行し、先行研究のデータ解析結果を再現できる
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FAIRな計算再現パッケージとは

How?

Really?



• Findableであるために…
• 論文との関連性

• DOI（で十分か？）

• データとの関連性
• プロジェクト内のデータ

• プロジェクト外のデータ
• 外部ストレージ、外部データリポジトリ、etc.

• Interoperableであるために…
• プログラム同士の関連性

• プロジェクト内のプログラム
• 実行ファイル、実行順序、実行環境、実行時パラメータ、etc.

• プロジェクト外のプログラム
• 言語別ライブラリ、パッケージリポジトリ、etc.

• 外部ソースコードリポジトリ
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どんなメタデータが必要か

RO-Crate 形式の「NII RDC アプリケーションプロファイル」を開発中

セッション
6/19（月）D1, D2
6/23（金）E3
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事例: Materials Cloud

https://archive.materialscloud.org/2019.0037/v1

データ

分析ノート

このデータを
使った論文

作成者

DOI



• データと解析プログラムをまとめて Findable にする
サービスは研究分野ごとに存在

• 分野ごとに切り口や粒度が異なる

• NII RDC は分野横断的な汎用サービス

• 幅広い研究分野をどのようにサポートするか？

• 汎用的なメタデータ規格が存在するか？ 独自開発するか？

• 既存の分野別メタデータ規格を利用すべきか？
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NII RDC の一部として
計算再現パッケージ機能はどうあるべき？

有識者と議論しながら設計を進めていく
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rcos@nii.ac.jp
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